









































促すことになった。宗教改革は 霊的なことがこの世的なことから分けられて、両者が混同 れないよ にすることに価値をおいた。こうして宗教改革は教会財産（教会所有の土地や不動産など）をこの世的使用に供した。これが当時は世俗化と呼ばれたのである。それは教会に託されたも 、今日流にいえば 宗教的機能とは んの関わりもなく、土地などを活用する 意味で ことだった。修道院 施療所、病院になり、学校や大学になった。 の意味で宗教改革は教会君主領を世俗君主領に世俗化した。教会君主領の世俗領邦化であった
（３）
。宗教




の部分体系に過ぎなくなっているから ここに記述した発展が宗教の意味喪失として理解され からである。あるいはこの発展は宗教の死滅と解釈されねば らないのだろうか カール・マルクス 既に一九世紀に宗教の死滅を予告した。ま フリードリヒ・ニーチェは一九世紀の終わりに差し掛かっ 、神の死について語った。こ ように世俗化のプロセスに伴って、多くの宗教批判が起こった。二〇世紀にもソ連や東欧諸国、またアジアのいくつかの国で共産主義独裁 戦闘的な無神論と結びついた。東ドイツでは我々は今なおそ 影響を感じている。人口の三〇パーセントほどがキ スト教会 属し に過ぎ 約七〇パーセントの人々は、自分たちが無宗教だと思ってい 。私がここでいささか記述したこ は、先 「現在 存在経験」と言ったこなのである。
キリスト者がこの状況を感じ取れば、信仰に関して不確かとなるであろう。世俗化のプロセスに対して責任が










問いである。信仰と知識とはどのよ 関係にあるか。信仰の学としての神学はどのよ にして認識に到達するのか。啓示からの認識は他の諸学における諸認識とどの うに関係するのか。聖書 神学的認識の根拠としてどのような役割を果たすのか。神学の中 いて歴史的諸認識（聖書学や教会史などの）と組織 諸認識とはどのように関係するのか、等々である。
これらの認識論的、また学問論的問いは先に挙げた弁証論的問いと密接に関連する。キリスト教における誤っ
















る。一ペトロ三・一五には「あなたがたの抱いて る希望について説明を要求する人には、いつでも弁明（アポロギア）できるように備えていなさい」とあ 。キリスト教の最初の一世紀において優れた神学者はユスティヌスのように弁証家と呼ばれた。ローマ帝国にあって異教の批判に対してキリスト教を弁明し、知識人に対して、キリ ト教信仰こそがよりよい哲学であることを確信させようとし からである。弁証学はキリスト教においてとりわけ近代にあって重要 なった。一七世紀以降ヨーロッパにおいては宗教批判が強まったからである。
同様に、認識論的、また学問 的説明は神学において長い伝統をもって る。既に中世スコラ主義においてそ



























































ratia non tollit sed supponit et perficit naturam
（恩
















































übingen 1975 ）はそれ自体が基礎神学のプロジェクトであるこ を示している。この本においてエベリング


















あることをここで述べておくべきであろう。そうすることによって教義学からする方法論的基礎問題がここに移されてしまうから、というのである。教義学で扱われるような神学の基礎問題が信仰の内容的諸問題と 関連でもはや解明されなくなる 危険があり得るという けである。
プロテスタント神学内で基礎神学というそれ自体独立し 完結し 課題領域を設けることに確信を持って私





















加わったり、あるいは本来的なも から逸れたところの、またキリスト教信仰の本来的なものをほとんどもしくは全く認識させないすべての発展に対してキリスト教信仰における本質的なものを問う問いである。キリスト教信仰における本来的 ものを問う問いはキリスト教信仰の根拠を問う問いをもって答えることが き （定義の部分を参照） 。キリスト教信仰の 質をもってキリスト教のアイデンティティへの求めは解明される。
キリスト教信仰の真理を問う問いは弁証学的課題設定の第二の大きな領域を形成する。真 への問いに答える
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